
川西町にぎわいづくり検討委員会

第２回ワークショップ
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なぜワークショップをやるのか

1人ひとりのアイデア みんなのアイデア
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1人だけでは絶対に生まれない

「誰か」と「何か」を「共有」すること

「にぎわい」の創出
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ワークショップのルール

・みんな仲良く楽しもう

・どんなアイデアも出してみよう

・他の人のアイデアを大切にしよう
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今日の進め方

〇第１回ＷＳのまとめ （約１０分）

〇グループワーク１ （約５０分）

テーマ「年間を通じて誰もが気軽に立ち寄れる

施設機能や施設運営の在り方」

〇先進地視察研修報告 （約１０分）

〇グループワーク２ （約３０分）

テーマ「先進地視察研修を受けて、取り入れたい

アイデア」

※グループワーク１と２でメンバーはシャッフル
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第１回ＷＳまとめ

「中心市街地の可能性と課題の確認」

「施設の使い方を考える」
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■「中心市街地の可能性と課題の確認」
○グループワーク前半

そもそも「賑わい」ってなんだろう？ ７２項目

・場所：15項目

「賑わい」を作る「場所」として、既にある場所（ダリヤ園、井上ひさしの故郷、

伊達三日月街道、フレンドリープラザ、商店街など）の活用・連携と、新しい遊び

場が求められている。

・人：２２項目

「賑わい」を作る「人」として、未来を担う子供や若者世代、人口比率が高ま

る高齢者、本町の特徴である「置農生」、観光客、外国人が期待されている。

・コト：35

「賑わい」を生み出す「コト」として、祭り、市、音楽やダンス、スポーツ大会等

のイベントと飲食の期待が高い。
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グループワークを受けて、そもそも「賑わい」とは？

○「賑わい」は、人が多いことに加え一人ひとりが活き活きできること

が大事（数が少なくても能動的に活動する活き活きとした風景）。

○「賑わい」には、その場所に行くこと、その場所を使うことの

ハードルが低く、訪れやすいことが大事

（空間の雰囲気、利用の仕組）

○「出会い」や「交流」もキーワードとして注目される

（地域外の人の利用）
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■「中心市街地の可能性と課題の確認」
○グループワーク後半

賑わいスポット（黄色）、賑わせたいスポット（ピンク）
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「賑わいスポット」としては、

飲食店と食、スーパー、駅、祭りやイベント会場などが多く挙げられた。

「賑わせたいスポット」としては、

天神森古墳（遊び場）、フレンドリープラザ（喫茶店）、公園（フレンドリープラザ南）、エ
コスノードーム、三菱鉛筆（オープンファクトリー）、羽前小松駅（東西往来、カフェ、イザ
ベラの鐘）、生きがい交流館駐車場（交流）、商店街（人流増加）、拠点施設（遊具）、皇
大神社が挙げられた。

「賑わいスポット」「賑わせたいスポット」と拠点施設の利用、
連携した活動、役割分担が求められている。
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■「施設の使い方を考える」

○グループワーク前半

拠点施設内（屋内外問わず）において、日常で「使いたい

場所」「使える場所」

「使いたい場所」「使える場所」を「どのように使いたいか」

「どのように使えるか」
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拠点施設の「日常の使い方」

○多目的室、ホワイエ、芝生への利用イメージが多く上がった。

○ホワイエ、東屋、南側沿道緑地がゆるやかな「たまり機能」や
「会話の場」にイメージされていることが特徴的（何気ない行動・
行動の大事さ）。

○あらゆる場所の利用方法の可能性については、

「どうすれば実現できるか」という視点が重要。
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■「施設の使い方を考える」

○グループワーク後半

拠点施設内（屋内外問わず）において、非日常で「使いたい

場所」「使える場所」

「使いたい場所」「使える場所」を「どのように使いたいか」

「どのように使えるか」
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拠点施設の「非日常の使い方」

○ホワイエ、イベントテラスでの利用イメージが多く挙がった。

（イベント実施）

○あらゆる場所の利用方法の可能性については、

「どうすれば実現できるか」という視点が重要である。

○新規イベントの実現は、実施主体の組織化が必要となるため、

関心が高い人を集めること、そこでの対話から組織や企画が立ち

上がる流れが必要。
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自己紹介をしよう
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■自己紹介をしよう …1人あたり約３０秒

〇名前（あだ名でもＯＫ）

〇所属や職業

〇夏の思い出
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進行役を決めよう！

〇みんなで話し合ってください

〇立候補でもＯＫ

〇特に責任はないのでご心配なく（笑）

進行役が決まったら挙手でお知らせください。

全グループ決まり次第、グループワークの内容

を説明します！
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グループワーク１
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■グループワーク１ …約５0分

「年間を通じて誰もが気軽に立ち寄れる

施設機能や施設運営の在り方」

〇各部屋、各空間ごとの「日常」のアクティビティ

（活動）や目的を想定し、具体的な運用方法などを

みんなで考えよう！

〇これまでの思考にとらわれず、自由な発想で！
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■グループワーク１（個人ワーク） …約５分

【ルール】

〇自分自身が利用者になって、「部屋・空間」と日常の「アクティビティ（活動）・目的」

を選択し、ワークシートに記載する

※選択する項目はＰ１３を参考に

〇進行の声掛けの順で

・【利用者（ユーザー）】

・【曜日や時間（「平日or休日」「利用時間帯」「１回あたりの利用時間」）】

・【利用人数】

・【利用方法（「予約方法」「利用料金」）】

・【必要な備品や道具】 を黄色の付箋に書いて貼る。特に重要な項目に付箋を赤ペンで

囲む。
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■グループワーク１（個人ワーク） …1人あたり約１分

【アイデアの共有】

〇作成したワークシートを1人ずつグループ内で発表

しよう！

〇自分自身が利用するうえで、特に重要な項目を１つ

あげよう！
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■グループワーク１（全体ワーク） …約１０分

【ルール】

〇事務局で「部屋・空間」を指定 ※ホール、調理室

〇以下の内容をピンクの付箋に書く
・【利用者（ユーザー）】

・【アクティビティ（活動）・目的】

・【曜日や時間（「平日or休日」「利用時間帯」「１回あたりの利用時間」）】

・【利用人数】

・【利用方法（「予約方法」「利用料金」）】

・【必要な備品や道具】

〇発表順を決め、書いた理由を説明しながら貼る
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発表タイム！！
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■アイデアの共有 …１班あたり約３分

〇グループワークの内容を進行役が説明

・個人ワークでの傾向や特徴的な考え

・全体ワークでの新たな利用方法
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休憩タイム・・・
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自己紹介をしよう
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■自己紹介をしよう …1人あたり約３０秒

・名前（あだ名でもＯＫ）

・所属や職業

・好きなスポーツ
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進行役を決めよう！

・みんなで話し合ってください

・立候補でもＯＫ

・特に責任はないのでご心配なく（笑）

進行役が決まったら挙手でお知らせください。

全グループ決まり次第、グループワークの内容

を説明します！
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先進地視察研修報告

三条市図書館等複合施設

「まちやま」

34



35



36



37



■「ステージえんがわ」のポイント

〇「ステージえんがわ」は当初、高齢者が入りにく

かったが、３０～４０代の子育て世代をターゲット

にすることで、孫が高齢者を連れてくるように

なった。

〇高齢者は弁当持ち込み可能で、ずっとその場に

居ていい仕組みになっている。
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■「指定管理者 ツクール・ド・さんじょう」のポイント

〇２社協働の指定管理者による運営とし、単なる
施設管理ではなく、運営・経営が求められている。

〇施設運営・経営にあたり、半径３００ｍから活動
を掘り起こした。さらに、人の紹介でさらに情報
を集めた。
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■「イベント」のポイント

〇年間３００件のイベントがあり、まずは土着のイベ
ントを調べた。

〇イベントを開催するにあたり、「チラシ」を撒いた。
（ＳＮＳより効果あり）

〇地域おこし協力隊がイベント企画を考えることも
ある。⇒協力隊の活動が街に広がっている。
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グループワーク２
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■グループワーク２ …約３０分

「先進地視察研修を受けて取り入れたいアイデア」

〇「まちやまの運営」や「にぎわい創出の手法」について
「これならできる！」もの、または「できるかわからないけど、
したい！」ものを青色の付箋に書き出してみよう！

〇書き出した内容を説明しながらワークシートに張り出
してみよう！

※先進地視察研修の参加された委員の皆さん議論のリ
ードに期待しています。（笑）
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発表タイム！！
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■アイデアの共有 …１班あたり約３分

〇グループワークの内容を進行役が説明

・すぐに「これならできる」もの

・「できるかわからないけど」
工夫次第で「できる」もの
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全体のまとめ
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